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私
た
ち
の
陶
研
究
会
は
、
や
き
も
の

の
常
識
に
捉
わ
れ
ず
、
や
き
も
の
づ
く

り
を
楽
し
ん
で
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
今
回
、
真
鶴
（
神
奈
川
県
）
で
現
在

も
採
掘
さ
れ
て
い
る
本
小
松
石
と
出

合
っ
て
、
石
材
の
切
削
加
工
の
際
に
出

る
粉
末
を
使
っ
た
や
き
も
の
づ
く
り
に

挑
戦
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
昨
年
の
６
月
で
し
た
。

　
本
小
松
石
は
、
複
輝
石
安
山
岩
と
い

わ
れ
る
箱
根
外
輪
山
か
ら
の
熔
岩
で

す
。
私
た
ち
は
、
本
小
松
石
を
胎
（
素

地
）
と
釉
薬
の
両
方
へ
利
用
す
べ
く
テ

ス
ト
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
の
あ

ら
ま
し
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

○
 

胎（
素
地
）へ
の
利
用

  

耐
火
度
が
低
い
１
０
０
０
℃
く
ら
い

の
た
め
、
単
味
で
の
高
火
度
焼
成
は
で

き
な
い
の
で
、
耐
火
度
の
あ
る
粘
土
へ

「
本
小
松
石
」の
や
き
も
の
へ
の
利
用

文
／
萩
原
茂
樹（
陶
研
究
会
会
長
）・広
瀬
明
人（
陶
研
究
会
）

本小松石の砕石場。真鶴では現在でも採掘されている

稀
少
な
釉
薬
原
料
石
で
あ
り
、絶
妙
な
化
学
組
成
で
知
ら
れ
る

「
来
待
石
」「
芦
沼
石
」に
匹
敵
す
る「
本
小
松
石
」に
期
待
集
ま
る

藤
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混
ぜ
て
焼
成
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

母
胎
と
な
る
粘
土
の
耐
火
度
に
よ
っ
て

本
小
松
石
の
割
合
は
決
ま
り
、
最
大

40
％
（
重
量
）
程
が
限
度
で
し
た
。

 

30
％
（
外
割
り
）
を
信
楽
の
並
濾

（
並
濾
）
粘
土
へ
入
れ
て
、
１
３
０
０

度
で
還
元
焼
成
し
て
赤
く
発
色
し
た
や

き
も
の
が
で
き
ま
し
た
。
１
３
０
０
度

以
下
の
焼
成
温
度
で
も
赤
く
発
色
す
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

  

古
信
楽
土
や
益
子
の
土
な
ど
に
本
小

松
石
を
30
〜
40
％
（
内
割
り
）
入
れ
て

の
焼
成
テ
ス
ト
も
し
て
み
ま
し
た
。

  

作
品
は
、
花
入
れ
、
抹
茶
碗
、
急

須
、
湯
呑
み
な
ど
で
す
。

○
 

釉
薬
へ
の
利
用

  

イ
ン
ド
長
石
｜
白
石
灰
｜
本
小
松
石
の

三
成
分
系
で
焼
成
テ
ス
ト
し
て
み
た
と

こ
ろ
、
い
く
つ
か
の
鉄
釉
が
得
ら
れ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に

は
、
油
滴
天
目
（
１
２
３
０
度
、
酸
化

焼
成
）
も
あ
り
ま
し
た
。
本
小
松
石
の

単
味
を
１
２
５
０
度
の
弱
還
元
焼
成

す
る
と
柿
釉
の
や
き
も
の
が
で
き
ま
し

た
。

  

現
在
、
天
目
釉
、
鉄
砂
釉
、
油
滴
天

目
釉
、
伊
羅
保
釉
、
飴
釉
、
柿
釉
な
ど

の
鉄
釉
を
得
て
い
ま
す
。

  

こ
の
ほ
か
に
、
一
度
高
火
度
で
焼
成

し
、
二
度
目
は
１
２
０
０
度
以
下
で
焼

成
す
る
〝
焼
戻
し
〞
と
称
し
て
い
る
技

本小松石を切り出す際に出る「石の粉」。これまで
は廃棄されていた

今回の「本小松石のやきものへの利用」の研究発表が行われた展会場
の風景（三嶋大社・宝物館ギャラリーにて）

「本小松石のやきものへの利用」研究成果紹介コーナー。胎土およ
び釉薬に本小松石粉をさまざまに配合して焼成したテスト焼成
作品

切り出されて規定サイズにカットされた
本小松石

本小松石の原石。切り出す前の表面は鉄分
が酸化している

本小松石粉をさまざまに配合して焼成したテスト(還元焼成) 本小松石粉をさまざまに配合して焼成したテスト(酸化焼成)



90

胎:古信楽土+小松石粉砕粉
釉:小松石粉砕粉

胎 土 古信楽細土+小松石粉砕粉30%
釉 薬 市販の3号透明釉、薄掛け
窯種類 電気窯
焼 成 本焼き1230℃
楽釉にて焼き戻し1025℃ 酸化焼成

胎 土 古信楽細土+小松石粉砕粉30%
釉 薬 並白+小松石粉砕粉20%
窯種類 電気窯
焼 成 本焼き1230℃
楽釉にて焼き戻し1025℃ 酸化焼成 胎 土 古信楽細土+小松石粉砕粉20%

釉 薬 内側:小松石粉砕粉のみ 外側:3号透明釉
窯種類 電気窯
焼 成 本焼き1230℃ 酸化焼成

胎 土 古信楽細土+小松石粉砕粉30%
釉 薬 市販の3号透明釉、厚掛け
窯種類 電気窯
焼 成 本焼き1230℃ 酸化焼成

胎 土 古信楽細土+小松石粉砕粉30%
釉 薬 並白+小松石粉砕粉20%
窯種類 電気窯
焼 成 本焼き1230℃
楽釉にて焼き戻し1025℃ 酸化焼成 胎 土 古信楽細土+小松石粉砕粉20%

釉 薬 内側:小松石粉砕粉のみ 外側:3号透明釉
窯種類 電気窯
焼 成 本焼き1230℃ 
楽釉にて焼き戻し1025℃ 酸化焼成

胎 土 古信楽細土+小松石粉砕粉30%
釉 薬 市販の3号透明釉、厚掛け
窯種類 電気窯
焼 成 本焼き1230℃
楽釉にて焼き戻し1025℃酸化焼成

胎 土 信楽細土+小松石粉砕粉20%
釉 薬 並白+小松石粉砕粉20%
窯種類 電気窯
焼 成 本焼き1230℃ 酸化焼成

胎 土 古信楽細土+小松石粉砕粉20%
釉 薬 並白+小松石粉砕粉50%
窯種類 電気窯
焼 成 本焼き1230℃
楽釉にて焼き戻し1025℃ 酸化焼成

胎 土 古信楽細土+小松石粉砕粉40%
釉 薬 市販の3号透明釉、厚掛け
窯種類 電気窯
焼 成 本焼き1230℃ 酸化焼成

胎 土 古信楽細土+小松石粉砕粉30%
釉 薬 市販の3号透明釉、薄掛け
窯種類 電気窯
焼 成 本焼き1230℃ 酸化焼成

胎 土 古信楽細土+小松石粉砕粉20%
釉 薬 並白+小松石粉砕粉50%
窯種類 電気窯
焼 成 本焼き1230℃
3号透明釉にて1230℃で2度焼き 酸化焼成

胎:古信楽土+小松石粉砕粉
釉:透明釉

[胎土に小松石を添加した焼成テスト]
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胎:益子白土+小松石粉砕粉
釉:小松石粉砕粉

胎:益子白土+小松石粉砕粉
釉:透明釉

胎 土 益子白土+小松石粉砕粉30%
釉 薬 市販の3号透明釉、厚掛け
窯種類 灯油窯
焼 成 本焼き1230℃ 弱還元

胎 土 益子白土+小松石粉砕粉30%
釉 薬 並白+小松石粉砕粉50%
窯種類 電気窯
焼 成 本焼き1230℃ 酸化焼成

胎 土 古信楽細土+小松石粉砕粉20%
釉 薬 市販の3号透明釉、薄掛け
窯種類 電気窯
焼 成 本焼き1230℃
楽釉にて焼き戻し1025℃ 酸化焼成

胎 土 益子白土+小松石粉砕粉20%
釉 薬 市販の3号透明釉、厚掛け
窯種類 電気窯
焼 成 本焼き1230℃ 酸化焼成

胎 土 益子白土+小松石粉砕粉30%
釉 薬 並白+小松石粉砕粉20%
窯種類 電気窯
焼 成 本焼き1230℃
楽釉にて焼き戻し1025℃ 酸化焼成

胎 土 古信楽細土+小松石粉砕粉20%
釉 薬 市販の3号透明釉、薄掛け
窯種類 電気窯
焼 成 本焼き1230℃ 酸化焼成

胎 土 益子白土+小松石粉砕粉20%
釉 薬 市販の3号透明釉、薄掛け
窯種類 電気窯
焼 成 本焼き1230℃ 酸化焼成

胎 土 益子白土+小松石粉砕粉20%
釉 薬 並白+小松石粉砕粉20%
窯種類 電気窯
焼 成 本焼き1230℃ 酸化焼成

胎 土 益子白土+小松石粉砕粉30%
釉 薬 内側:小松石粉砕粉のみ 上から全体に
市販の3号透明釉
窯種類 灯油窯
焼 成 本焼き1230℃ 弱還元

胎 土 益子白土+小松石粉砕粉40%
釉 薬 市販の3号透明釉、厚掛け
窯種類 電気窯
焼 成 本焼き1230℃ 酸化焼成

胎 土 益子白土+小松石粉砕粉30%
釉 薬 市販の3号透明釉、厚掛け
窯種類 灯油窯、焼き戻し電気窯
焼 成 本焼き1230℃弱還元
楽釉にて焼き戻し1060℃ 酸化焼成

胎 土 益子白土+小松石粉砕粉30%
釉 薬 内側:小松石粉砕粉のみ 
外側:3号透明釉
窯種類 電気窯
焼 成 本焼き1230℃ 酸化焼成
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本小松石が見せるやきもののさまざまな表情を示す、インド長石̶白石灰̶本小松石系の三角図

【概要】陶研究会では、本小松石を陶芸に利用できるよう、
2012年の6月から石材業者の協力を得て、本小松石の切断
時にでる微粉を陶芸材料に使えるよう取り組んできまし
た。今回は、この中間報告です。
　本小松石は、神奈川県真鶴町で採集され、建築物をはじ
め、さまざまな石材に使用されていますが、全国的にも庵治
石(香川)や大島石(愛媛)などと並ぶ日本の銘石です。もとも
とは、箱根外輪山から噴出された複輝石安山岩といい、現在
も採掘が行われており、石材産業は真鶴町の重要な事業と
なっています。
【経過】陶研究会と本小松石の出会いは、2011年に神奈川県
の生命の星・地球博物館の笠間学芸員(専門・地学)にお会い
し、焼きものに使える神奈川の土や石を探したいとお願い
したことから始まりました。箱根ジオパークの認定と重な
ったこともあり、陶研究会も何かお手伝いできるのではと
ジオパークの会員になり、箱根近辺の土や石を使っての陶
芸品などの商品化を模索することにしました。
　そうしたなかで、真鶴町の本小松石は地元の産業として
古くから盛んであること、採石を加工するときにでる石の
粉が未利用物となっていること、何度か陶芸家が利用を試

みたがうまくいかなかったことなどの情報を得ました。
　陶研究会は、かねてから全国各地の土、石などを陶芸に使
うために挑戦していましたので、そのノウハウを生かせな
いかと考えました。陶芸では微粉であるとそのままで使い
やすく、大きな利点であります。
　また、鉄分の多い土石類がよく釉薬として使われていま
す。例えば、石州瓦で有名な島根県松江市の来待石や、柿釉
で知られる栃木県益子町の芦沼石などがあります。調べて
みると本小松石の成分は、来待石や芦沼石に類似していて、
陶芸に幅広く利用できることがテストで明らかになりまし
た。釉薬としては、鉄分の影響で色彩の変化の幅が広く、大
変面白い材料と考えています。
　また、採石場に行くと表面だけが酸化し渋味のある本小
松石の赤膚が見られます。さらに磨くと灰緑色の中に黒い
輝石や白い長石が浮き出て、緻密で細やかな表情を見せま
す。こうした表情を釉薬で再現できないかと考えています。
 現在の段階は、本小松石の焼成方法をいろいろ変えて実験
している段階です。今後は、商品としての形態などを提案
し、地元の産業に寄与できるように挑戦していきたいと思
います。

作品：一輪挿し、湯呑　釉薬：伊羅保釉、白石灰20％＋（本小松石10＋
カオリン1）80％　焼成：電気窯、1230℃、酸化焼成

「本小松石の陶芸への利用」(掲示パネルより)

作品：茶碗　釉薬：インド長石40％＋（本小松
石9＋弁柄1）60％による油滴天目　焼成：電
気窯、1230℃、酸化焼成。弁柄を入れたこと
で赤くなっている。コバルトの少量添加で銀
色の油滴となると予想される
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本小松石粉の配合の違いにより、釉薬に含まれる鉄分含有量などの影響で、
さまざまな油滴天目の表情が現れる

第
10
回 むさ

し
の 

　
　 

陶
芸
展 

む
さ
し
の 

　
　 

陶
芸
展 

申し込み方法等 詳細は下記へお問合せ下さい。 

むさしの陶芸協会 
事務局　 
〒350-0161 埼玉県比企郡川島町長楽65-9 
 陶韻長楽窯内 
 TEL/FAX 049-291-0475 
　　http://www.musashinotogeiten.com

公募 

会　　期 平成24年3月28日（水）～4月1日（日） 
 午前9時30分～午後5時 
 （4月1日は午後3時） 

会　　場 東松山市民文化センター 
 〒355-0024 
 埼玉県東松山市六軒町5-2 
 TEL 0493-24-2011 
審 査  員 野口 稔（武州吉見窯） 
 石川 真理（芹ヶ沢窯） 
 草薙 洋二郎（都幾川窯） 
 加藤 進一（日本工芸会正会員） 
 宮内 正勝（前・大東文化大学講師） 
◎公開審査　3月26日（月）午後10時より 

　賞 むさしの陶芸大賞（10万円） 1点、 
 埼玉県知事賞 1点、 
 東松山市市長賞 1点、 
 福島釉薬賞（副賞） 1点、 
 東松山ケーブルテレビ賞1点、 
 シンリュウ賞（副賞） 1点 
 陶工房賞（副賞） 1点 
 奨励賞 3点、 
 新人賞（副賞） 1点 

搬　　入 日時 3月25日（日） 
 午前10時～午後4時 
 東松山市民文化センター 
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法
で
味
の
あ
る
作
品
を
作
り
ま
し
た
。

  

作
品
は
、
抹
茶
碗
、
一
輪
挿
し
、
汲

み
出
し
茶
碗
な
ど
で
す
。

  

昨
年
の
６
月
か
ら
、
１
年
２
カ
月
を

経
た
今
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
ま
と

め
、
静
岡
県
三
島
市
の
三
嶋
大
社
宝
物

館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
９
月
14
日
〜
16
日
の

３
日
間
展
示
・
発
表
し
ま
し
た
。

　
テ
ス
ト
を
進
め
て
い
く
中
で
、
本
小

松
石
の
化
学
組
成
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

文
献
を
見
つ
け
ま
し
た
。
こ
の
化
学
組

成
を
、
や
き
も
の
で
使
わ
れ
て
い
る
含

鉄
土
石
と
比
較
し
て
み
る
と
、
益
子
の

芦
沼
石
と
島
根
の
来
待
石
に
よ
く
似
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
三
種
類
の
石
の

ゼ
ー
ゲ
ル
式
を
計
算
し
比
較
し
て
み

た
と
こ
ろ
、
三
種
類
の
石
の
ア
ル
ミ

ナ
と
シ
リ
カ
の
モ
ル
比
、
ア
ル
カ
リ

（KNa-CaO-M
gO

）
の
分
布
状
態

（
モ
ル
）
、
が
酷
似
し
て
い
る
こ
と
を

発
見
し
ま
し
た
。

　
実
際
に
、
芦
沼
石
、
来
待
石
の
持
つ

油
滴
の
晶
出
や
柿
釉
が
、
本
小
松
石
で

も
認
め
ら
れ
る
こ
と
や
、
鉄
分
の
含
有

量
も
同
じ
な
の
で
、
本
小
松
石
が
芦
沼

石
や
来
待
石
と
同
様
に
や
き
も
の
原
料

と
し
て
使
え
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
石
材
の
切
断
の
際

に
出
る
粉
末
が
、
や
き
も
の
の
分
野
に

有
効
利
用
で
き
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

ま
す
。

胎土と釉薬に本小松石を配合して焼成した作品例。 豊島さち子(横
浜市)。　胎土は古信楽+本小松石粉40%、釉薬は3号透明釉と並白
釉+本小松石粉、薪窯での強還元焼成(1300℃)

今回、寄稿していただいた萩
原茂樹氏(陶研究会会長)。展示
会場にて

胎土と釉薬に本小松石を配合して
焼成した作品例。
豊島さち子(横浜市)

胎土と釉薬に本小松石を配合し
て焼成した作品例。
麦倉 翠(宇都宮市)


